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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、概日リズムの調節において中心的な役割を果たします。このタンパク質は、塩基性ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ファミリーの転写因子をコードし、DNA結合ヒストンアセチルトランスフェラーゼ活性を有します。コードされるタンパク質は、Period遺伝子（PER1、PER2、PER3）およびCryptochrome遺伝子（CRY1、CRY2）の上流にあるEボックスエンハンサーエレメントに結合し、これらの遺伝子の転写を活性化するARNTL（BMAL1）とヘテロ二量体を形成します。PERおよびCRYタンパク質は、CLOCK/ARNTL複合体とのフィードバックループで相互作用することにより、ヘテロ二量体を形成し、自身の転写を抑制します。この遺伝子の多型は、特定の集団における行動変化、肥満、およびメタボリックシンドロームと関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2014年1月],触媒活性：アセチルCoA + ヒストン = CoA + アセチルヒストン。,機能：ARNTL/2-CLOCKヘテロダイマーは、概日時計を構成する多くのタンパク質のEボックスエレメント（3'-CACGTG-5'）転写を活性化します。PER1およびPER2の転写を活性化します。この転写は、PERおよびCRYタンパク質によるフィードバックループによって阻害されます。ヒストンアセチルトランスフェラーゼ活性を内在的に有し、この酵素機能は、概日時計による遺伝子発現制御に関与するクロマチンリモデリングイベントに寄与します（類似性による）。主にヒストンH3およびH4をアセチル化します（類似性による）。ヒストン以外の基質である ARNTL もアセチル化します。,その他: PAS ドメイン内の CLOCK-ARNTL 二重変異により、PER1 の CLOCK-ARNTL 転写活性の抑制時に高レベルの CRY に対する相乗的な脱感作が起こり、概日リズムが乱れます。,PTM: リン酸化は CLOCK-ARNTL ヘテロ二量体形成に依存します。,類似性: 1 つの基本ヘリックス-ループ-ヘリックス (bHLH) ドメインを含みます。,類似性: 1 つの PAC (PAS 関連 C 末端) ドメインを含みます。,類似性: 2 つの PAS (PER-ARNT-SIM) ドメインを含みます。,細胞内位置: 細胞質と核の間のシャッフルは概日リズムによって制御されており、ARNTL に依存します。リン酸化型は核内に局在する。,サブユニット：概日時計発振器の構成要素であり、CRYタンパク質、CLOCKまたはNPAS2、ARNTLまたはARNTL2、CSNK1Dおよび/またはCSNK1E、TIMELESS、およびPERタンパク質が含まれる。効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。ARNTLとのヘテロ二量体形成は、Eボックス依存性転写活性化、CLOCKの核移行および分解、そしてCLOCKとARNTL両方のリン酸化に必要である。PERおよびCRYタンパク質との相互作用には、核への移行が必要である。CLOCK-ARNTLヘテロ二量体とPERまたはCRYとの相互作用は、転写活性化を阻害する。 ARNTLおよびARNTL2に弱く結合し、Eボックスモチーフにほとんど結合しないヘテロ二量体を形成する。,組織特異性：脾臓、胸腺、前立腺、精巣、卵巣、小腸、結腸、白血球、心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓を含む、検査したすべての組織で発現する。精巣と骨格筋で最も高い発現レベルを示す。胸腺、肺、肝臓では低い発現レベルを示す。脳のすべての領域で発現し、小脳で最も高い発現レベルを示す。視交叉上核（SCN）で高い発現レベルを示す。,
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	Clock抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Clock抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Clockポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

